
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

4,437,974

交付金事業に要
した経費

3,400,000 3,400,0001
福祉対策

措置
「食」の自立支援事業 玄海町

番号 備　考交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

交付金事業実施場所 玄海町一円

交付金事業の概要

　町内の高齢者世帯に配食サービスを行い、食生活・健康状態を改善することに加え、
安否確認により孤独感を解消することで、在宅での自立支援を図ります。

【事業量】
　　在宅のひとり暮らし高齢者等に対する配食サービス
　　配食対象者　294名、配食数3,379食（令和6年6月～令和7年1月）

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

事業期間の設定理由

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第五次玄海町総合計画後期基本計画（令和5年度～令和7年度）
　基本目標4　健康分野　福祉が充実するまち
　　施策4-3　高齢者福祉の充実
　　　項目2　安心な老後生活
　　　　○高齢者が暮らしやすい環境を整備します。

目標：配食サービスを受けている高齢者等が次の項目に該当せず、2項目の目標を達成
する。（令和6年度）
　①配食サービス対象高齢者等の孤独死0件
　②配食サービス対象高齢者等の救急搬送0件

番号

1
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

措置名 交付金事業の名称

福祉対策措置 「食」の自立支援事業



交付金事業の活動指標
及び活動実績

令和６年度単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
事業実施後、早期に評価を実施するため

一人暮らしの高齢者への支援策として未利用者への利用を促します。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

配食サービ
ス対象高齢
者等が目標
の2項目
（①配食
サービス対
象高齢者等
の孤独死、
②配食サー
ビス対象高
齢者等の救
急搬送）に
該当せず、
目標達成す
る。

成果目標 成果指標

達成度

項目

項目

％

％ 105.6
配食数

3,379
3,200

令和６年度
の配食サー
ビスを受け
ている方の
①孤独死発
生件数及び
②高齢者の
救急搬送件
数の2項目の
達成項目数

2

2

100.0

評価年度 令和６年度

成果実績

目標値

達成度

活動指標
食
食



総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

令和６年度 備　考

4,437,974

3,400,000

3,400,000

交付金事業の評価課室

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

配食サービスの業務委託 随意契約（特命）
一般社団法人玄海町社会
福祉協議会
（佐賀県東松浦郡玄海町）

4,437,974

玄海町福祉・介護課

交付金事業の担当課室 玄海町福祉・介護課



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

12,285,900

交付金事業に要
した経費

10,000,000 10,000,0001

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

浜野浦の棚田展望台安全
確保整備事業

玄海町

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

浜野浦の棚田展望台安全確保整備事業

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第五次玄海町総合計画（後期基本計画）(令和5年度～令和7年度）
　基本目標1　環境分野　自然と共生するまち
　　施策1-3　景観の整備・形成
　　　項目1　景観の保全
　　　　○町特有の貴重な景観の保全に取り組みます。

目標：浜野浦の棚田展望台周辺における落石事故無事故日数　365日（令和７年度）

　浜野浦の棚田は、浜野浦川の河谷傾斜にひろがる海浜の棚田で、平均傾斜が約1/7、
11.5ヘクタール(283枚)ほどで仮屋湾の海岸まで延びています。この棚田は本町の観光
資源の要であり、最盛期には毎年およそ400人/日の観光客が訪れています。さらに、令
和４年度からは棚田オーナー制度を採用しており、県内外からオーナーになった方々が
定期的に棚田を訪れ農作業に従事しています。しかし近年、棚田のり面の石積みの落石
が数件発生し、さらには今後落石が起こりうる箇所が散見されており、観光客及び農作
業従事者の安全確保に向けて対策が必要な状況となっています。
　そこで、観光空間及び農業空間としての安全性を確保するために本事業を実施しま
す。

【事業量】
　浜野浦の棚田展望台安全確保等整備工事
  施工延長L=27.8ｍ、1号ロープ伏工(WNW3型)A=155.21㎡

交付金事業実施場所 佐賀県東松浦郡玄海町大字浜野浦地内

交付金事業の概要



10,000,000

10,000,000

令和７年度
の浜野浦の
棚田展望台
周辺におけ
る落石無事
故日数

365

評価年度 令和８年度

成果実績

目標値

活動指標
箇所
箇所
％

12,285,900

100.0
落石対策箇所数

1
1

交付金事業の総事業費
等

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

成果目標 成果指標
事業期間の設定理由

達成度

日

日

％

令和6年度 備　考

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和6年度単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
令和６年度の整備終了後、令和７年度に調査をし令和８年度に評価を実施するため

―

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

浜野浦の棚
田展望台周
辺における
落石事故無
事故日数
365日



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

玄海町企画商工課

玄海町企画商工課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

浜野浦の棚田展望台安全
確保等整備工事

指名競争入札
日本建設技術株式会社
（佐賀県唐津市）

12,285,900

交付金事業の契約の概要



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

4,444,000

交付金事業に要
した経費

4,100,000 4,100,0001
福祉対策

措置
次世代エネルギーパーク運

営事業
玄海町

番号 備　考交付金充当額措置名
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

措置名 交付金事業の名称

福祉対策措置 次世代エネルギーパーク運営事業

交付金事業実施場所 佐賀県東松浦郡玄海町大字今村地内

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

　次世代エネルギーパークあすぴあ（以下、あすぴあという。）は、平成２５年７月のオー
プン以来、次世代を担う子どもたちが次世代エネルギーを見て触れて直接体験できる学習の
場、そして、地域を活性化させる場として、指定管理者制度を活用し施設運営を行っていま
す。一部の施設は集客と利益のバランスを考えて有料コンテンツとし、発券や利用者数の把
握、金銭管理のため券売機を利用しています。
　あすぴあのオープンの際に購入した券売機は購入からおよそ10年が経過し、今後、インボ
イス制度や新紙幣に対応していないことによる不都合や機器の不具合などによるメンテナン
ス費用の増加が見込まれるとともに、故障や新紙幣使用不可による有料コンテンツの利用制
限などの影響も考えられます。
　今後とも、施設のより良い運営を継続し、あすぴあにより多くの方が訪れてもらい（コロ
ナ禍前の来場者数10万人への回復）、有料コンテンツを利用し学習の場としての機能を果た
すため、券売機を更新します。

【事業量】
　・自動券売機 ２台
　　タッチパネル式高額紙幣対応券売機（KC-TX30NN5)
　　画面作成費（待機時に流れる動画）、インボイス対応プログラム、既存機廃棄費

交付金事業の概要



％

目標値 人

令和８年度

人

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

成果目標 成果指標
事業期間の設定理由

100,000

評価年度

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

令和6年度の整備事業完了後、令和7年度に調査をし令和8年度に評価を実施するため

―

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

あすぴあの
令和７年度
来場者数

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第五次玄海町総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和7年度）
　　基本目標１　　環境分野 自然と共生するまち
　　　施策１－１　自然環境の保全
　　　　項目１　　環境対策の推進
　　　　　脱炭素社会の実現に向けて、省エネルギーと温室効果ガス削減を推進し、
　　　　　地球温暖化対策に取り組みます。

●目標：あすぴあの来場者数100,000人（令和7年度）
　次世代エネルギーパークあすぴあ来場者数実績
　・令和２年度　52,175人
　・令和３年度　66,111人
　・令和４年度　80,718人
　・令和５年度　85,982人

達成度

単位

あすぴあ来
場者数
100,000人

成果実績



交付金事業の評価課室 玄海町防災安全課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

備品購入 指名競争入札
宮島商事株式会社 事務機セ
ンター（佐賀県唐津市）

4,444,000

交付金事業の担当課室

5,500,000

5,500,000

4,100,000

4,100,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

交付金事業の活動指標
及び活動実績

玄海町防災安全課

11,351,689

令和５年度

令和６年度活動指標

6,907,689 4,444,000

備　考

令和５年度

2

2

うち文部科学省分

うち経済産業省分

単位

総事業費

令和６年度

100.0

交付金充当額

次世代エネルギーパーク
の設備更新

活動実績 台 2

活動見込 台 2

達成度 ％ 100.0



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

（単位：円）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

1,595,000

交付金事業に要
した経費

1,300,000 1,300,0001
福祉対策
措置

特別養護老人ホーム玄海
園維持補修事業

玄海町

番号 備　考交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

交付金事業実施場所 玄海町大字平尾

交付金事業の概要

　平成19年に開所した特別養護老人ホーム「玄海園」は、常時介護を必要とする高齢者
が、快適な環境と行き届いた介護のもとに、心豊かな老後を過ごしていただくために設
置し、指定管理制度を利用して運営を行っています。
　入所する高齢者が安心して生活でき、地域に根差した福祉施設の充実を図り、施設設
備の故障等による運営中断等が行らないよう、老朽化した施設照明の維持補修を行うた
めの基本設計を実施します。

【事業量】
　玄海園照明器具ＬＥＤ取替工事　設計業務委託
　基本設計一式：一般照明・非常用照明・外灯等のうち、1階未更新分、2・3階全数

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

事業期間の設定理由

第五次玄海町総合計画（後期基本計画）(令和5年度～令和7年度）
　基本目標4　健康分野 福祉が充実するまち

　施策4-3　高齢者福祉の充実
　項目2　安心な老後生活

○地域に根差した福祉施設の充実を図ります。

目標：電灯設備の不具合による介護サービス未提供0日＝介護サービス提供日数365日
　（令和９年度）

番号

1
交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

措置名 交付金事業の名称

福祉対策措置 特別養護老人ホーム玄海園維持補修事業



交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和６年度単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績 評価年度の設定理由

令和6年度の実施設計を基に令和8年度に工事を実施し、工事完了翌年度の成果を把握
し、工事完了翌々年度に評価を行うため。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

介護サービ
ス提供日数
365日

交付金事業の総事業費
等

成果目標 成果指標

達成度

日

日

％

令和６年度 備　考

達成度

1,595,000

100.0

玄海園照明器具LED取替
工事設計書制作冊数

1
1

1,300,000

1,300,000

令和9年度
の介護サー
ビス提供日
数

365

評価年度 令和１０年度

成果実績

目標値

活動指標
冊
冊
％



交付金事業の契約の概要

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

玄海町福祉・介護課

玄海町福祉・介護課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

玄海園照明器具LED取替工
事設計

指名競争入札
アシスト設計事務所
（佐賀県唐津市）

1,595,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

5,467,000

交付金事業に要
した経費

5,100,000 5,100,0001

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

町民会館備品整備事業 玄海町

番号 備　考交付金充当額措置名
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

町民会館備品整備事業

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 佐賀県東松浦郡玄海町大字新田地内

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第五次玄海町総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和7年度）
　基本目標３　　教育分野　次代を育成するまち
　　施策３－３　生涯学習・スポーツ・文化活動の推進
　　　項目３　　文化活動の充実
　　　　芸術・文化活動に関する取組を推進します。

●目標：町民会館利用者数　12,000人（令和7年度）
　基準値：令和3年度実績　11,889人

　町民会館は町民が地域活動、各種サークル活動等を行う場所としております。その中で、
令和４年度からは町内の小中一貫校である玄海みらい学園の生徒が利用する公営学習塾も
行っており、中会議室の利用頻度が増加しています。
　しかし、中会議室に整備されている机、椅子は老朽化により、劣化も見られ、安心して使
用できない状況も見受けられます。町民が安心して活動を行い、町民の有意義な活動と福祉
の向上に資するため、中会議室の机・椅子を更新し、新たに机、椅子を整備します。

【事業量】
　・机30台（アイリスチトセ NFN1845M）
　・椅子60脚（アイリスチトセ DMC22B）
　・台車2台（クリスト専用台車 XA1636）

交付金事業の概要



椅子整備脚数
活動実績 脚 96 60
活動見込 脚 96 60
達成度 ％ 100.0 100.0

台 41 30
達成度 ％ 100.0 100.0

％

目標値 人

2

令和８年度成果目標 成果指標

交付金事業の活動指標
及び活動実績

12,000

評価年度

人

単位

町民会館利
用者数
12,000人

成果実績

-

令和６年度活動指標

机整備台数
活動実績 台 41 30
活動見込

令和7年度町
民会館利用
者数

単位

100.0
台車整備台数

- 2
-

達成度

達成度

台
台
％

令和５年度

活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

令和6年度の整備終了後、令和7年度に調査をし令和8年度に評価を実施するため

―

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無



交付金事業の評価課室 玄海町教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

備品購入 指名競争入札
株式会社玄海商事
（佐賀県玄海町）

5,467,000

交付金事業の担当課室

5,500,000

5,500,000

5,100,000

5,100,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

玄海町教育課

13,161,500

令和５年度

7,694,500 5,467,000

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

総事業費

令和６年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

備　考交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

54,101,759

交付金事業に要
した経費

42,000,000 42,000,0001

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

下水道運営事業 玄海町

番号



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

下水道運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第五次玄海町総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和7年度）
　基本目標6　快適分野　ここちよい生活ができるまち

　施策6-3  上下水道の充実
　項目1　水資源の利用と保全

○良質で十分な水源を確保・維持します。

目標：汚水処理後の放流水質が次の2項目において基準値以下を達成（令和7年度）
①浮遊物質量（SS）：基準値40㎎/L
②生物化学的酸素要求量（BOD):基準値15mg/L

交付金事業実施場所 玄海町大字諸浦地内ほか1件

交付金事業の概要

　玄海町の生活排水処理は、特定環境保全公共下水道事業（特環）、農業集落排水処理
事業（農集）及び個人設置型合併処理浄化槽整備事業により生活排水を浄化し、その処
理水が自然界に影響を与えないよう管理運営を行っています。
　処理水を適切に管理するためには、特環処理施設や農集処理施設が常時稼働させる必
要があります。また、施設の維持管理経費等がかさむと町民負担に直結することから、
その負担を軽減すべく、下水道事業の効率的な運営と適正な水質管理に努めています。

【事業量】
・運営に資する下水道事業会計職員主査1名、主事1名の配置
（令和6年6月～令和7年2月）

・下水道事業施設のストックマネジメント計画（特定環境保全公共下水道事業浄化
センター2処理場、農業集落排水事業浄化センター2処理場の点検・調査計画及び
修繕・改築計画）の策定

・南部処理区マンホールポンプ（No.10～13）の更新工事
No.10諸浦2台、No.11長倉2台、No.12諸浦橋上2台、No.13諸浦橋下2台



評価年度 令和７年度

成果実績

目標値

汚水処理後
の放流水質
が2項目基
準値以下
（①浮遊物
質量40mg/L
②生物化学
的酸素要求
量15mg/L)
を達成

令和7年度
に汚水処理
後に放流し
た水質が基
準値以下と
なった項目
数
（①浮遊物
質量40mg/L
②生物化学
的酸素要求
量(BOD)
15mg/L）

2

活動内容を早期に評価し、事業内容の改善に生かすため

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

成果目標 成果指標
事業期間の設定理由

達成度

項目

項目

％

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

日々の下水道施設の運営状況を把握し、適切な水質管理に努めます。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位



人件費 雇用 下水道企業会計職員2名 12,147,759

下水道事業施設のストッ
クマネジメント計画の策
定

随意契約（特命）
株式会社日新技術コンサ
ルタント　佐賀出張所
（佐賀県佐賀市）

28,754,000

42,000,000

交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

玄海町生活環境課

玄海町生活環境課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

南部処理区マンホールポ
ンプ（No.10～13）の更新
工事

指名競争入札
株式会社小野建設玄海支
店（佐賀県東松浦郡玄海
町）

13,200,000

42,000,000

％

54,101,759

100.0

下水道企業会計職員の雇
用量

18
18

人月

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

令和6年度 備　考

達成度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和６年度単位
活動実績
活動見込

活動指標

人月



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

18,638,763

交付金事業に要
した経費

15,000,000 15,000,0001
福祉対策

措置
社会福祉協議会運営事業 玄海町

番号 備　考交付金充当額
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
措置名 交付金事業の名称

福祉対策措置 社会福祉協議会運営事業

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第五次玄海町総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和7年度）
　基本目標4　健康分野　福祉が充実するまち
　　施策4-3　高齢者福祉の充実
　　　項目2　安心な老後生活
　　　　○高齢者が暮らしやすい環境を整備します。

目標：社会福祉協議会実施事業に参加する住民数　450人（令和6年度）

交付金事業の概要

　地域の福祉課題の解決に取り組み、誰もが安心して暮らすことのできる地域福祉の実
現を目指す活動を実施している当該協議会に対して、協議会の運営を担う人件費を補助
することにより、協議会独自事業に充当できる予算が確保され、地域における福祉活動
の充実に寄与します。

【事業量】
　玄海町社会福祉協議会の全体の運営に資する事務局長、係長2名、担当1名の
　人件費相当分（令和6年6月～令和7年2月分）

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

事業期間の設定理由

交付金事業実施場所 佐賀県東松浦郡玄海町大字仮屋地内



15,000,000

15,000,000

令和6年度
に社会福祉
協議会実施
事業に参加
する住民数

459

450

102.0

評価年度 令和６年度

成果実績

目標値

活動指標
人月
人月
％達成度

18,638,763

100.0

社会福祉協議会事務局職
員4名の雇用量

36
36

交付金事業の総事業費
等

成果目標 成果指標

達成度

人

人

％

令和６年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

総事業費

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

令和６年度単位
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
事業実施後、早期に評価を実施するため

住民の参加を促すよう広報周知を行います。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

単位

社会福祉協
議会実施事
業に参加す
る住民数
450人



交付金事業の担当課室

交付金事業の評価課室

玄海町福祉・介護課

玄海町福祉・介護課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

玄海町社会福祉協議会へ
の補助

補助
玄海町社会福祉協議会
（佐賀県東松浦郡玄海
町）

18,638,763

交付金事業の契約の概要



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

34,819,400

交付金事業に要
した経費

4,400,000 4,400,0001
地域活性
化措置

脊振町通学バス運行事業 神埼市

番号 備　考交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

　神埼市は、「第2次神埼市総合計画（後期基本計画）」に基づき、まちの誇りを育む教
育・学習の充実を図るため、脊振地域におけるコミュニティバスの運行により、通学・移動
手段の確保に取り組んでいます。
　電源立地地域対策交付金を活用し、脊振地域内に３コースの通学バスを運行することで、
山間部（過疎地域）の保育園児、小学校児童及び中学校生徒の登下校時における安全確保や
当該児童・生徒等の保護者の負担軽減を図ります。

【事業量】
・通学バス3コース（脊振山麓線・倉谷線・鳥羽院線）
・平日は午前2便（脊振山麓線は3便）、午後2便の運行　※長期休業中の午後は1便。
・土曜日は午前1便、午後1便。

交付金事業の概要

交付金事業実施場所 神埼市脊振町一円

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 神埼市

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第2次神埼市総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和9年度）
 基本理念１　"幸せ"感じる　暮らしやすいまちづくり
　基本方針② 市民の日常生活を支える商業等の利便性を⾼める
　　基本施策 ②-2 地域公共交通の充実
　　・市民の日常生活に必要な地域公共交通の充実や確保維持、利便性向上に向けた取組
　　　みを進め、最適な総合公共交通体系を確立します。
 基本理念２　"幸せ"あふれる　まちの魅力・誇りづくり
　基本方針⑤ まちの誇りを育む教育・学習の充実と歴史・文化を継承していく
　 基本施策 ⑤-1 学校教育の充実
　　　　主な取組み　脊振地域におけるコミュニティバス運行の継続
　　　　　　　　　　脊振地域の通学・移動手段の確保のため、コミュニティバスを運行
　　　　　　　　　　します。

 目標：通学時における無事件・無事故率　100％（令和６年度）

措置名 交付金事業の名称

地域活性化措置 脊振町通学バス運行事業



人

人

％

令和４年度

活動実績

活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度に評価を実施。

今年度は通学時における無事件・無事故率が100％でした。次年度も100％となるよう取り組
んでいきます。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

2,999

（1-（令和
６年度の通
学時におけ
る事件・事
故数÷令和
６年度の脊
振町通学バ
ス運行日
数））×100

単位

58.7 99.7

バス利用者数

5,111 2,999 2,990

6,721

達成度

達成度

％ 100.0

単位

通学時にお
ける無事
件・無事故
率　100％

成果実績

76.0

令和５年度活動指標

平成３０年度 事業終了（予定）年度 令和９年度事業開始年度

成果目標 成果指標

令和６年度

第2次神埼市総合計画（後期基本計画）の終期まで事業期間の設定理由

交付金事業の活動指標
及び活動実績

100.0

評価年度

％ 100.0

目標値 ％

5,111

令和７年度



総事業費

令和５年度 令和６年度 備　考

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

34,819,400 389,251,129

令和４年度

27,636,400 28,811,569

交付金事業の担当課室

4,400,000

4,400,000

4,400,000

4,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

神埼市総務企画部企画課
神埼市総務企画部企画課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

通学輸送業務委託 随意契約（単一）
有限会社ジョイックス交通
（佐賀県神埼市）

34,819,400

4,400,000

4,400,000

交付金事業の評価課室



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

44,509,575 44,509,5753

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

唐津市小中学校維持運営事
業

唐津市 44,509,575

9,191,000 9,788,000

135,883,0972

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

唐津市ごみ処理場維持運営
事業

唐津市 110,291,000 110,291,000

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

唐津市唐津中部衛生処理セ
ンター維持運営事業

唐津市 9,191,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備　考

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

唐津市唐津中部衛生処理センター維持運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
　唐津市一般廃棄物処理基本計画（平成28年度～令和12年度）
　　第４章　生活排水処理基本計画
　　　第２節 生活排水処理の基本方針等
　　　　基本方針　３　し尿等の適正処理の推進
　　　　　　　　　　　し尿等の排出量や性状に応じた適正な処理体制を整備します。

　目標：汚水衛生処理率　中間目標　92.8%（令和7年度）
          　　　　　　  計画目標　98.4%（令和12年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 唐津市
交付金事業実施場所 唐津市養母田

交付金事業の概要

 唐津市では、「唐津市一般廃棄物処理基本計画」に基づき、唐津市の生活環境の保全及び
公衆衛生の向上に努めることはもとより、循環型社会の実現に向けた取り組みを行っていま
す。
　生活環境の保全を実施する唐津中部衛生処理センターの維持運営にかかる需用費（燃料費
１２か月分）に、電源立地地域対策交付金を活用することで、し尿等の排出量や性状に応じ
た適正な処理体制の整備が期待されます。

【事業量】
　唐津中部衛生処理センターの維持運営にかかる需用費（燃料費１２か月分）
　対象期間：令和６年４月～令和７年３月



うち文部科学省分

うち経済産業省分 8,000,000 7,800,000 9,191,000

単位 令和４年度 令和５年度

11

総事業費 8,849,372 7,880,000 9,788,000 1,126,559,565

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 令和５年度 令和６年度 備　考

交付金充当額 8,000,000 7,800,000 9,191,000

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

11
達成度 % 100.0 100.0 109.1

令和６年度

唐津中部衛生処理セン
ター燃料費充当月数

活動実績 月 10 11 12
活動見込 月 10

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標

事業期間の設定理由 唐津市一般廃棄物処理基本計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

汚水衛生処
理率目標：
中間目標
92.8％

令和７年度
水洗化・生
活雑排水処
理人口÷処
理形態別人
口合計×100
＝汚水衛生
処理率

成果実績 %

目標値 % 92.8

達成度 %

評価年度の設定理由
中間目標と比較検証するため、実績値が確定する令和８年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

今年度は汚水衛生処理率向上のため、PFI事業の推進に取り組みました。
次年度も引き続きPFI事業の普及に努めていきます。

事業開始年度 平成２８年度 事業終了（予定）年度 令和１２年度



交付金事業の担当課室 唐津市市民環境部環境課

交付金事業の評価課室 唐津市市民環境部環境課

燃料費
随意契約（地方自治法施行
令第167条の2第1項）

佐賀県石油協同組合唐津支
部（佐賀県唐津市）

9,788,000

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の契約の概要



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

唐津市ごみ処理場維持運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 唐津市
交付金事業実施場所 唐津市北波多岸山

交付金事業の概要

 唐津市では、「唐津市一般廃棄物処理基本計画」に基づき、唐津市の生活環境の保全及び
公衆衛生の向上に努めることはもとより、循環型社会の実現に向けた取り組みを行っていま
す。
　生活環境の保全を実施する唐津市ごみ処理場維持運営にかかる需用費（電気料及び水道料
10か月分）及び委託料（焼却残渣等処分費11か月分）に、電源立地地域対策交付金を活用す
ることで、安定的かつ効率的な収集・運搬の実施、ごみの資源化や減容化が進み、環境への
負荷低減が期待されます。

【事業量】
　唐津市ごみ処理場維持運営にかかる需用費（電気料及び水道料１０か月分）及び
　委託料（焼却残渣等処分費１１か月分）
　対象期間：電気料及び水道料 令和６年４月～令和７年１月
　　　　　　焼却残渣等処分費 令和６年４月～令和７年２月



事業期間の設定理由 唐津市一般廃棄物処理基本計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

ごみ処理場
稼働率中間
目標100%

令和７年度
のごみ処理
場稼働率＝
ごみ処理量
÷ごみ受入
量×100

成果実績 %

目標値 % 100

達成度 %

評価年度の設定理由
中間目標と比較検証するため、実績値が確定する令和８年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本補助事業を活用し、唐津市ごみ処理場維持運営事業を実施しました。
今年度は計画に基づき安定的なごみ処理場維持運営が実施できました。
次年度以降につきましても、本補助金を活用し、ごみ処理場を安定的かつ効率的に維持運営
していくことで、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図っていきます。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

唐津市一般廃棄物処理基本計画（平成28年度～令和12年度）
　　第３章　ごみ処理基本計画
　　　第５節　ごみ処理基本計画
　　　　３．施策の体系
　　　　　１）基本施策
　　　　　　②環境負荷の少ないごみ処理システムの構築
　　　　　　　１ 適正処理の推進
　　　　　　　　 安定的かつ効率的な収集・運搬の実施、現在の中間処理施設による
　　　　　　　　 ごみの資源化や減容化を進め、環境への負荷を低減します。
　
　　目標：ごみ処理場稼働率　　中間目標100％（令和７年度）
　　　　　　　　　　　　　　　最終目標100％（令和１２年度)

事業開始年度 平成２８年度 事業終了（予定）年度 令和１２年度



交付金事業の担当課室 唐津市市民環境部環境課

交付金事業の評価課室 唐津市市民環境部環境課

焼却残渣等処分費
随意契約（地方自治法施行
令第167条の2第1項）

一般財団法人佐賀県環境ク
リーン財団（佐賀県唐津
市）

61,884,416

うち経済産業省分 100,000,000 97,555,500 110,291,000

交付金事業の契約の概要

電気料
随意契約（地方自治法施行
令第167条の2第1項）

株式会社唐津パワーホール
ディングス（佐賀県唐津
市）

61,615,671

水道料
随意契約（地方自治法施行
令第167条の2第1項）

唐津市水道事業（佐賀県唐
津市）

12,383,010

うち文部科学省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

総事業費 132,100,204 121,997,591 135,883,097 4,185,480,373

交付金充当額 100,000,000 97,555,500 110,291,000

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 令和５年度 令和６年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

10

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

10
達成度 % 100 100 100

令和６年度

ごみ処理場電気料の充当
月数

活動実績 月 10 10 10
活動見込 月 10

交付金事業の成果目標
及び成果実績



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

唐津市小中学校維持運営事業

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第２次唐津市総合計画後期基本計画（令和２年度～令和６年度）
　第１章　唐津市の根幹となるべき施策
　　〔基本目標４〕生きる力に満ちた人をはぐくむまちづくり
　　　〔基本施策１〕地域の将来を担う人材の育成
　　　　 単位施策２　自己実現を図る学校教育の推進
　　　　　・確かな学力を身につけた児童・生徒を育てる学校教育を充実します。

　　目標：学習環境を確保するため、唐津市内の小中学校数を維持
　　　　　小学校及び中学校数　　中間目標５５校（令和４年度）
　　　　　　　　　　　　　　　　最終目標５５校（令和６年度）

事業開始年度 令和３年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 唐津市
交付金事業実施場所 唐津市一円

交付金事業の概要

　唐津市では、「第２次唐津市総合計画（後期基本計画）」に基づき、地域の将来を担う
人材の育成を図るため、確かな学力を身に着けた児童・生徒を育てる学校教育の充実や学
校・家庭・地域の連携によって推進する心の教育の充実などに取り組んでいます。
　学校施設の運営に係る光熱水費（水道料12か月）に電源立地地域対策交付金を充当する
ことで、安全で快適な教育環境の整備・充実が期待されます。

【事業量】
　小中学校の運営に係る光熱水費（水道料12か月）
　対象期間：令和6年4月～令和7年3月

事業期間の設定理由 第２次唐津市総合計画後期基本計画の終期まで



うち文部科学省分

令和６年度

小中学校水道料充当月数
活動実績 月 10 10

総事業費 51,064,403 47,326,758 44,509,575 177,169,105
交付金充当額 40,050,000 25,400,000 44,509,575

うち経済産業省分 40,050,000 25,400,000 44,509,575

55

達成度 % 94.5

評価年度の設定理由
中間目標と比較検証するため、実績値が確定する令和６年度に評価を実施。

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 令和５年度 令和６年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

10 11
達成度 % 100.0 100.0 109.1

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本補助事業を活用し、令和6年4月～令和7年3月の12か月間において快適な教育環境を維持
するため、唐津市小中学校維持運営事業を実施しました。令和6年度の小中学校数は、中
間目標と比較して94.5%（52校）となりました。要因としては、令和６年度に小学校の統
廃合のため３校減少したためであり、当該交付金の活用状況によるものではございませ
ん。次年度以降も引き続き学習環境を確保するため、市内小中学校数の維持を目指し、本
補助金を活用しながら学校施設を安定的かつ効率的に維持運営していくことで、地域住民
の福祉の向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

12_
活動見込 月 10

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

小学校数及
び中学校数
中間目標
５５校

令和６年度
の小学校及
び中学校数

成果実績 校 52

目標値 校



交付金事業の担当課室 唐津市教育委員会事務局学校支援課

交付金事業の評価課室 唐津市教育委員会事務局学校支援課

水道料
随意契約（地方自治法施行

令第167条の2第1項）
唐津市水道事業
（佐賀県唐津市）

44,509,575

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

5,879,500

交付金事業に要
した経費

3,138,000 3,138,0001

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

市道久池井小川線舗装補修
工事

佐賀市

番号 備　考交付金充当額措置名
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

市道久池井小川線舗装補修工事

交付金事業実施場所 佐賀市大和町大字久池井地内

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀市

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第２次佐賀市総合計画・後期基本計画（令和2年度～令和6年度）
　　　第２章　災害に強く、安心で利便性が⾼い暮らしが実感できるまち
　　　　施策６　道路ネットワークの充実
　　　　　取組①生活道路の整備による快適で安全な移動の確保
　　　　　　    費用対効果や緊急性の観点から優先度を判断し道路整備を実施しま
                す。道路の整備に際しては、歩道や自転車走行空間のユニバーサル
　　　　　　　　デザイン化など、道路利用者の安全に配慮します。また、地域の実
　　　　　　　　情に応じた市民の自主的な清掃活動への支援や、橋りょう、舗装な
　　　　　　　　どの道路施設の予防的な維持補修などによる長寿命化を図り、交通
　　　　　　　　の安全を確保するとともに、維持管理費用の縮減に努めます。

　目標：地域拠点間や市内の道路を快適で安全に通行できていると感じる市民の割合
　　　　基準値　平成25年度：54.2%、平成30年度：56.7%
　　　　目標値　令和6年度：65.3%

　本路線区間は北西にここ数年でできた新規住宅地や南に既存住宅地、南東に小学校があ
るため、朝夕の通学路になっています。また、道路幅員が広く、国道２６３号から県道川
久保鳥栖線への抜け道となっており、交通量も通常の住宅地内の道路に比べて多い状況で
す。工事施工区間は経年による舗装劣化でひび割れ凹凸が多数みられます。このことか
ら、電源立地地域対策交付金を活用して市道久池井小川線を舗装補修し、通行者の安全確
保を図り不安を解消します。

【事業量】
　市道久池井小川線舗装補修工事
　施工延長　L=116.0ｍ、表層工　686㎡、区画線　一式

交付金事業の概要



％

目標値 ％

116

令和７年度

令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

成果目標 成果指標

事業期間の設定理由

交付金事業の活動指標
及び活動実績

65.3

評価年度

％

単位

地域拠点間
や市内の道
路を快適で
安全に通行
できている
と感じる市
民の割合
65.3%

成果実績

100

令和６年度活動指標

（「感じて
いる」＋
「どちらか
といえば感
じている」
と回答した
人数）÷調
査対象者
5,000人×
100（令和６
年度市民意
向調査）

単位

100
舗装補修工事の施工延長

58 116
58

達成度

達成度

ｍ
ｍ
％

令和５年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

令和６年度市民意向調査を施工の次年度当初に実施して結果を集計します。（令和７年８
月以降公表）

―

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無



交付金事業の評価課室 佐賀市役所地域政策課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

市道久池井小川線舗装補修
工事

指名競争入札
株式会社　スワーグ
（佐賀県佐賀市）

5,879,500

交付金事業の担当課室

3,137,000

3,137,000

3,138,000

3,138,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の総事業費
等

佐賀市役所北部建設事務所

10,675,500

令和５年度

4,796,000 5,879,500

交付金充当額

うち文部科学省分

うち経済産業省分

総事業費

令和６年度 備　考



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名

4,708,000

交付金事業に要
した経費

4,708,000 4,708,0001
地域活性
化措置

温泉地活性化推進事業 佐賀市

番号 備　考交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

交付金事業実施場所 佐賀市富士町大字古湯地域 外１件

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 佐賀市

　佐賀市は、「第２次佐賀市総合計画〈後期基本計画〉」に基づき、地域性を生かした独
自の魅力ある温泉地づくりに取り組んでいます。
　電源立地地域対策交付金を活用し、快適な環境形成、賑わいの形成等の実現を目的とし
た計画策定や基盤整備、旅館業者等が行うソフト事業及びそれらの有機的な連携を図る
「温泉地活性化事業等」を行う団体に対し、補助を行うことで、佐賀市ならではの観光の
魅力が高まり、国内外からの誘客と消費拡大が期待されます。

【事業量】
○温泉地活性化推進事業(補助事業)の実施
　・補助事業者　1者(一般社団法人古湯・熊の川温泉観光コンベンション連盟)

【補助事業者の実施実績】
○広報事業の実施
　・SNSやWEB広告を中心に施設や関係イベントを広く広報
　・誘客を図るための看板を設置
○イベント開催
　・コミュニケーションスキルアップ講座の実施
　　　日時：令和6年11月28日
　　　場所：SAGA FURUYU CAMP
　　　参加人数：24名（古湯・熊の川温泉を中心とした事業者）
　・夏季集客イベントの実施「水祭」
　　　日時：令和6年8月17日 11:00～17:00
　　　場所：SAGA FURUYU CAMP
　　　来場者数：約500名

交付金事業の概要

措置名 交付金事業の名称

地域活性 化措置 温泉地活性化推進事業



交付金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由

広報事業の改善を図るため、事業実施翌々年度早期に評価を実施

単位

令和６年度
の古湯・熊
の川温泉の
日帰り客及
び宿泊客の
総数

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第２次佐賀市総合計画・後期基本計画（令和2年度～令和6年度）
第１章　地域資源を活かして新たな賑わいと活力を創出するまち

施策１　魅力ある観光の振興
人口減少により国内市場が停滞する中、多様化する観光ニーズを踏ま
え、佐賀市ならではの観光の魅力を⾼め、国内外からの誘客と消費拡大
を図ります。このため、観光機能の整備、戦略的な観光プロモーショ
ン、市民等のおもてなし意識の醸成、コンベンションの誘致、外国人観
光客への対応、魅力的な観光商品の開発に取り組みます。

目標：佐賀市観光入込客数４６０万人（日帰りおよび宿泊）（令和６年度）

達成度

古湯・熊の
川温泉郷入
込客数
３５万人

成果実績

平成２７年度 事業終了（予定）年度 令和６年度事業開始年度

成果目標 成果指標

目標値 人

令和８年度

人

第２次佐賀市総合計画・後期基本計画の終期まで事業期間の設定理由

350,000

評価年度

％



総事業費

令和５年度 令和６年度 備　考

件
件
％

令和４年度
活動実績
活動見込

交付金事業の成果目標
及び成果実績

今年度製作した広報物については、富士町観光案内所を訪れる観光客への需要や、広域に
設置依頼をしている掲出施設からの追加配布要望も特に多く、過年度と比較してより効果
的であったと評価します。また、水祭では、やまめのつかみ取りやサマーマルシェ等を実
施し、家族連れの参加者が多く見られました。地域の誘客に有効であったと評価します。
入込客数については、コロナ禍以前の水準まで回復できていないため、引き続き古湯・熊
の川温泉郷のブランドイメージと認知度の向上のための施策を行っていきます。

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

240,000

うち経済産業省分

単位

115.2 117.0

「ふるくま」ホームペー
ジ閲覧数

230,347 276,363 280,832
240,000

達成度

4,708,000

96.0

令和４年度

令和５年度活動指標

4,735,000 4,935,000 事業開始年度からの
総事業費：40,855,138交付金充当額

交付金事業の総事業費
等

一般社団法人　古湯・熊の
川温泉観光コンベンション
連盟（佐賀県佐賀市）

4,708,000

4,708,000

4,708,000

交付金事業の担当課室

4,735,000

4,735,000

4,706,000

4,706,000

交付金事業の契約の概要

うち文部科学省分

240,000

令和６年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

佐賀市経済部観光振興課
佐賀市経済部観光振興課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

温泉地活性化推進事業に係
る事業費補助

補助

交付金事業の評価課室



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

76,318,000

交付金事業に要
した経費

76,318,000 76,318,0001
地域活性
化措置

施設型給付費支給事業
（基金造成）

玄海町

番号 備　考交付金充当額

（単位：円）

交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業の名称措置名



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
措置名 交付金事業の名称

地域活性化措置 施設型給付費支給事業（基金造成）

令和元年度 事業終了（予定）年度 令和８年度事業開始年度

事業期間の設定理由 基金造成事業の最終年度まで

交付金事業実施場所 佐賀県東松浦郡玄海町大字諸浦地内

番号

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 玄海町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

第五次玄海町総合計画（後期基本計画）（令和5年度～令和7年度）
　基本目標3　教育分野　次代を育成するまち
　　施策3-1　子育て支援の充実
　　　項目2　子育て支援の充実
　　　　○保育の質と量を拡充するとともに総合的・計画的な子育て支援を推進します。

●目標：保育を必要とする者への施設型給付費支給率１００％（令和７年度）

　施設型給付費は、子ども・子育て支援法に基づく制度の一つで、保育所等に対する財政
措置です。その施設型給付費のうち、当町に住所を有し、町内の2つの保育所に通う子ど
もに係る施設型給付費支給に要する費用を確保することにより、保育所の安定運営が確保
され、子育て環境を確保し、幼児児童の健全な育成につなげ、児童福祉の増進に努めま
す。

【事業量】
　施設型給付費9か年分（令和2年度～10年度）の支給に要する費用に係る基金造成
　事業対象施設：玄海町立保育所（あおば園、ふたば園）
　事業経費：施設型給付費の支給
　事業期間：令和2年度～令和10年度

交付金事業の概要



99,630,500

％

目標値 ％

100.0

交付金事業の活動指標
及び活動実績

保育を必要とする住民が、必要とするときに保育所を利用する環境を提供できているた
め、今後も引き続き保育所の安定運営と子育て環境の確保を行っていきます。

100

評価年度 令和８年度

達成度

％

単位

76,318,000

令和７年度
の施設型給
付費支給者
数÷保育を
必要とする
者×１００

単位
円
円
％

令和４年度
活動実績
活動見込

無

交付金事業の定性的な成果及び評価等

令和６年度活動指標

交付金事業の成果目標
及び成果実績 評価年度の設定理由

令和6年度造成分の基金を令和7年度以降に処分するため、令和7年度実績を把握できる令
和8年度に評価を実施します。

令和５年度

保育を必要
とする者へ
の施設型給
付費支給率
１００％

成果実績

評価に係る第三者機関等の活用の有無

成果目標 成果指標

100.0 100.0
基金造成額

119,485,000
99,630,500

76,318,000
119,485,000

達成度



交付金事業の評価課室
玄海町企画商工課
玄海町こども・ほけん課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

基金造成 積立 － 76,318,000

76,318,000

76,318,000

交付金事業の担当課室

119,485,000

119,485,000

99,630,500

99,630,500

交付金事業の契約の概要

76,318,000

令和４年度

うち経済産業省分

交付金充当額

うち文部科学省分

総事業費

令和５年度 令和６年度 備　考

535,441,500119,485,000 99,630,500

交付金事業の総事業費
等




